
◎表題部所有者不明土地の登記及び管理の適正化に関する法律 
（令和元年五月二四日法律第一五号）   

一、提案理由（平成三一年四月二四日・衆議院法務委員会） 

○山下国務大臣 表題部所有者不明土地の登記及び管理の適正化に関する法律案につき

まして、その趣旨を御説明いたします。 

 この法律案は、所有者不明土地問題への対策の一環として、不動産登記簿の表題部所

有者欄の氏名又は名称及び住所の全部又は一部が正常に登記されていない表題部所有者

不明土地について、その登記及び管理の適正化を図るために必要となる措置を講ずるこ

とにより、その権利関係の明確化及びその適正な利用を促進しようとするものでありま

す。 

 その要点は、次のとおりであります。 

 第一に、表題部所有者不明土地について、その登記の適正化を図るための措置として、

登記官に所有者の探索のために必要となる調査権限を付与するとともに、所有者等探索

委員制度を創設するほか、所有者の探索の結果を登記に反映させるための不動産登記法

の特例を設けることとしております。 

 第二に、所有者の探索を行った結果、所有者を特定することができなかった表題部所

有者不明土地について、その適正な管理を図るための措置として、裁判所の選任した管

理者による管理を可能とする制度を設けることとしております。 

 以上が、この法律案の趣旨でございます。 

 何とぞ、慎重に御審議の上、速やかに御可決くださいますようお願いいたします。 

二、衆議院法務委員長報告（令和元年五月一〇日） 

○葉梨康弘君 ただいま議題となりました法律案につきまして、法務委員会における審

査の経過及び結果を御報告申し上げます。 

 本案は、所有者不明土地問題への対策の一環として、不動産登記簿の表題部所有者欄

の氏名又は名称及び住所の全部又は一部が正常に登記されていない表題部所有者不明土

地の登記及び管理の適正化を図るための措置として、所有者の探索のために必要な調査

権限を登記官に付与し、所有者等探索委員制度を創設するほか、所有者の探索の結果を

登記に反映させるための不動産登記法の特例を設けるとともに、所有者の探索を行った

結果、所有者を特定することができなかった表題部所有者不明土地について、裁判所の

選任した管理者による管理を可能とする制度を設けようとするものであります。 

 本案は、去る四月二十三日本委員会に付託され、翌二十四日山下法務大臣から提案理

由の説明を聴取し、二十六日、質疑を行い、採決の結果、全会一致をもって原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

 なお、本案に対し附帯決議が付されたことを申し添えます。 

 以上、御報告申し上げます。 

〇附帯決議（平成三一年四月二六日） 



 政府は、本法の施行に当たり、次の事項について格段の配慮をすべきである。 

一 登記官が行う表題部所有者不明土地の所有者等の探索を行う土地の選定に当たり、

選定過程の透明性及び公平性が確保されるよう努めること。 

二 表題部所有者不明土地に関する所有者等探索及びそれに基づく登記への反映が迅速

かつ適切になされるよう努めるとともに、効率的な予算の執行に努めること。 

三 所有者等特定不能土地及び特定社団等帰属土地の管理及び処分に関し、不当に真の

所有者の権利が制約されることのないよう努めること。 

四 所有者不明土地が、災害の復旧・復興事業の実施など様々な場面において国民経済

に著しい損失を生じさせていることを踏まえ、所有者不明土地の発生の抑制・解消に

向け、相続登記の在り方や土地所有権の放棄の在り方等に関する法制審議会における

議論も見据えながら、相続登記についての相続人の負担軽減策を含め、政府が行って

いる所有者不明土地等対策の更なる推進を図るよう努めること。 

三、参議院法務委員長報告（令和元年五月一七日） 

○横山信一君 ただいま議題となりました法律案につきまして、法務委員会における審

査の経過と結果を御報告申し上げます。 

 本法律案は、所有権の登記がない一筆の土地のうち表題部に所有者の氏名又は名称及

び住所の全部又は一部が登記されていないものの登記及び管理の適正化を図るため、登

記官による表題部に登記すべき所有者の探索及び当該探索の結果に基づく登記並びに当

該探索の結果表題部に登記すべき所有者の全部又は一部を特定することができなかった

ものについての裁判所が選任する管理者による管理等の措置を講じようとするものであ

ります。 

 委員会におきましては、表題部所有者不明土地の所有者等の探索の在り方及び体制整

備の必要性、特定不能土地等管理命令における適正な手続の確保、相続登記における負

担を軽減する必要性等について質疑が行われましたが、その詳細は会議録によって御承

知願います。 

 質疑を終局し、採決の結果、本法律案は全会一致をもって原案どおり可決すべきもの

と決定いたしました。 

 なお、本法律案に対し附帯決議が付されております。 

 以上、御報告申し上げます。 

〇附帯決議（令和元年五月一六日） 

 政府は、本法の施行に当たり、次の事項について格段の配慮をすべきである。 

一 所有者等の探索を行う表題部所有者不明土地の選定については、選定過程の透明性

及び公平性の確保に努めること。 

二 表題部所有者不明土地に関する所有者等の探索及びそれに基づく登記への反映が迅

速かつ適切になされるよう、体制整備と要員確保に努めるとともに、効率的な予算の

執行に努めること。 



三 所有者等特定不能土地及び特定社団等帰属土地の管理及び処分に関し、不当に真の

所有者の権利が制約されることのないよう努めること。 

四 所有者不明土地が、災害の復旧・復興事業の実施など様々な場面において国民経済

に著しい損失を生じさせていることを踏まえ、所有者不明土地の発生の抑制・解消に

向け、相続登記の在り方や土地所有権の放棄の在り方等に関する法制審議会における

議論を見据えつつ、相続登記に係る相続人の過大な負担を積極的に軽減することを含

め、政府が行っている所有者不明土地等対策の更なる推進を図るよう努めること。 

五 所有者不明土地問題の解決のため、関係情報を有する各省庁の十分な連携を図るこ

と。 

  右決議する。 

 


